
「教職に関する科目」の履修体系「教職に関する科目」の履修体系「教職に関する科目」の履修体系「教職に関する科目」の履修体系    

    

    

４前「教育実習B」（現場実習１～２週間、中免のみ） 

          

４前「教育実習Ａ」（現場実習２週間） 

          

４前「教育実習指導」（事前・事後指導科目） 

４前「国語科教育法演習Ⅱ」（模擬授業２）４前「英語科教育法演習Ⅱ」（模擬授業２） 

４前「社会科・地歴科教育法演習」又は「社会科・公民科教育法演習」（模擬授業２、「社会」のみ） 

          

３後「国語科教育法演習Ⅰ」（模擬授業１）  ３後「英語科教育法演習Ⅰ」（模擬授業１）    ３後「特別活動演習」 

３後「社会科・地歴科教育法演習」又は「社会科・公民科教育法演習」（模擬授業１）       （2月集中講義） 

３後「福祉科教育法演習」（模擬授業）    ３後「商業科教育法演習」（模擬授業） 

                           ３前後「学校カウンセリング」 ３前後「教職総合演習」 ３前後「教職研究Ⅱ」 

３前「国語科教育法Ⅱ」 ３後「英語科教育法Ⅱ」 

３前「社会科・地歴科教育法」又は「社会科・公民科教育法」 

３前「福祉科教育法」 ３前「商業科教育法」           ３「介護等の体験」（中免のみ） 

       （「地理歴史」「福祉」「商業」にはここでの条件はない） 

２後「国語科教育法Ⅰ」 ３前「英語科教育法Ⅰ」 

２後「社会科・地歴科教育法」又は「社会科・公民科教育法」（「社会」のみ） 

                       ２前後「教育方法・教育課程」 

          ２前後「道徳教育の研究」 ２前後「進路指導・生活指導」 ２前後「特別活動研究」 

 

１後～「教育の思想と原則」 １後～「教育心理学」 

              １前後「教育の制度」 

１前後「教職研究Ⅰ」 

              ※１前後とは「１年次以上で受講できる。開講は前期と後期」という意味である。 

              ※実線は「学部教職課程履修に関する規程」に定められたとおりである。破線は奨励である。 

              ※編入生については、卒業年次までに単位修得ができるよう、一部条件を緩和することがある。 

              ※「介護等の体験」は科目ではないが、掲げておいた。 

 


